
共催

参加無料

今回のセミナーでは、より質の⾼い栄養を⼦どもたちに提供するための学校給⾷の可能性と、健康的な
⾷習慣の確⽴を促進するための⾷育の可能性を教育・保健の両分野の視点から探り、両分野を超えて実
践・推進するための⽅策について議論します。

モハメド・アブデルミギード
⽇本式教育プログラム・スぺシャリスト

プンカス・アリ
インドネシア国家開発企画庁�⼤⾂顧問
（社会問題・貧困対策担当）

プレゼンテーションテーマ

＜対象＞
ご関⼼のある⽅ならどなたでも参加いただけます

参加申し込み受付中

専⽤フォームより

お申し込みください

https://forms.office.com/r/wPtqi5n4Br�

⼈⽣最初の8,000⽇の重要性

ドナルド・バンディ
ロンドン⼤学衛⽣熱帯医学⼤学院
(LSHTM)教授

JICAの学校給⾷と⾷育に
関する協⼒

野村�真利⾹
JICA�⼈間開発部�国際協⼒専⾨員

エジプトの学校における
特別活動の紹介

学校保健と栄養：教育システム
の変⾰を⽀援するために

マーガリタ・フォーカス・リヒト
教育のためのグローバル・パートナー
シップ��パートナー連携推進マネージャー

インドネシアにおける栄養価の
⾼い⾷事プログラム

持続可能な学校給⾷プログラム
とプラネタリーヘルス

⽯塚�浩司
袋井市教育委員会おいしい給⾷課�係⻑

独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構（JICA）、�ロンドン⼤学衛⽣熱帯医学⼤学院�学校保健栄養リサーチコンソーシアム



プログラム ・6名によるプレゼンテーション 
・パネルディスカッション

学校保健栄養研究コンソーシアムのディレクター兼、
国連世界⾷糧計画のアドバイザーとして、100カ国以
上の学校給⾷連合加盟国に対して国の学校給⾷プログ
ラム強化のための指針提供を⽬的とした世界的研究を
主導している。過去にビル＆メリンダ・ゲイツ財団の
グローバルヘルスチーム�シニアアドバイザー、世界
銀⾏アフリカ地域の教育・保健主任スペシャリスト、
オックスフォード⼤学疫学センター副所⻑を歴任。

ドナルド・バンディ
ロンドン⼤学衛⽣熱帯医学⼤学院�(LSHTM)教授

マーガリタ・フォーカス・リヒト�
教育のためのグローバル・パートナー�シップ�パートナー連携推進マネージャー

2011年、教育のためのグローバルパートナーシップ（GPE）にシニア教育スペシャリストとして参加。2015
年から2019年まで各国⽀援業務を担当し、現在もGPEの取り組み強化のため組織の戦略を主導している。
2011年にGPEに加わる前は、UNICEF、セーブ・ザ・チルドレン、UNESCOにて勤務。30年以上にわたり、
低所得国の教育⽀援に取り組んでおり、特に開発途上国の⼦どもたちの教育に焦点を当て、地域や国レベルで
のプログラム開発、政策対話、パートナーシップの強化などの活動を⾏ってきた。

野村�真利⾹
JICA�⼈間開発部�国際協⼒専⾨員

国際協⼒機構（JICA）に国際協⼒専⾨員として2018年に⼊構。プロジェクト形成、モニタリング評価、研修
などを通じて技術⽀援を⾏う。JICA⼊構前は、順天堂⼤学医学部助教、JICA技術協⼒プロジェクト⻑期専⾨
家（イエメン）、ハーバード公衆衛⽣⼤学院研究フェロー、及び国⽴保健医療科学院主任研究官として勤務。
栄養政策を専⾨とし、特に低中所得国における学校給⾷プログラム、持続可能で健康的な⾷事の推進、プライ
マリーヘルスケアについて、⽇本の栄養改善経験を活かした知識と経験をもとに取組む。

プンカス・アリ
インドネシア国家開発企画庁�⼤⾂顧問（社会問題・貧困対策担当）

現在はSDGs国家事務局⻑も務める⼀⽅、インドネシア栄養⼠協会の専⾨家委員会にて重要な役割を担う。
過去には保健および地域栄養局⻑として公衆衛⽣や地域栄養政策の策定に20年以上携わった。オーストラリ
ア国⽴⼤学で⼈⼝統計学と⼈⼝健康の博⼠号を取得し、⼈材投資に関する深い知識と理解を有する。

⽯塚�浩司
袋井市教育委員会おいしい給⾷課�係⻑

静岡県袋井市⽣まれ。安全な学校給⾷の提供と地場産物を活⽤し
た⾷育に取り組む。学校給⾷施設には、地場産物を活⽤できるよ
うな施設整備⾏い、地域をまわり⽣産者とのコミュニケーション
を密にすることで取り組みを推進。また、地場産物の活⽤推進の
ために、⾷品加⼯業者へHACCPに関する指導や、給⾷センターで
の⾷品加⼯を実施しているほか、全国各地での講演や⼤学等と協
⼒し各種研究発表を⾏っている。

⽇本式教育、並びに⼼⾝の健康バランスを重視した全⼈的な⼦ど
もの成⻑を専⾨とし、学校教育、地域開発、国際教育協⼒に関す
る幅広い知識を持つ。沖縄の学校での勤務経験を通じて、⽇本の
教育システムや地域社会・保護者との関係について理解を深め
た。2019年からエジプト⽇本学校のJICAプロジェクトに参加
し、⽇本及びエジプトの専⾨家と共に現地に適した教師⽤マニュ
アルや研修プログラムを開発しており、学校レベルでのモニタリ
ングやサポートも⾏っている。

モハメド・アブデルミギード
⽇本式教育プログラム・スぺシャリスト


